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２．地震・津波被害想定の実施内容
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1．アウトプット作成の考え方 【前回のアウトプット】

• 被害想定結果概要版

過去の経緯、目的、計算条件、

主要な想定結果、防災・減災対

策の効果、今後の対応をまとめ

たもの。

• 被害想定結果報告書

目的、地震・津波のハザードの内容、各種

被害想定項目の結果、市町ごとの被害、防

災・減災対策の効果と被害想定手法を説明。

市町ごとの被害では、41市町（神戸市は区

ごと）の震度分布図、津波浸水深分布図と

主要な被害数量を提示。
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1．アウトプット作成の考え方 【前回のアウトプット】

• 津波浸水想定図

市町別（神戸市は東西区分）の浸水深の分

布、構造物の条件、留意事項を記載した図

面と、浸水域が広がっている淡路地区、阪

神地区については詳細図を公表している。

• 南海トラフ巨大地震の津波
浸水想定について（解説）

津波対策の考え方、留意事項、用

語解説、計算の前提条件、計算条

件と結果の概要について解説して

いる。
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1．アウトプット作成の考え方

前回想定成果 前回からの変更点

被害想定報告書

更新手法に応じた想定結果、手法資料を更新
市町ごとの被害について液状化や建物被害（全半壊、焼
失）・人的被害（死傷者）の分布図を追加（P4）
被害の様相を俯瞰できる時系列のシナリオを追加（P5）

被害想定概要版 報告書本編の更新内容を反映

（新たに作成）
県民向けシナリオ

場面ごとに起こる事象、課題を整理し、近年の被害様相を
踏まえたシナリオを新たに作成（P6）

（新たに作成）
啓発冊子・動画

啓発冊子・啓発動画を新たに作成（P7～8）
津波の破堤時間や時系列の浸水深の推移などの図表、動画
を作成（P9～10）
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• 被害想定結果のアウトプットとして、全県のもののほか、41市町（29市

12町、神戸市は区ごと）分の図表を作成する。

• さらに被害想定結果報告書に、液状化危険度分布、建物被害分布（全壊、

半壊、焼失）、人的被害分布（死者、負傷者、重傷者）も追加する。

２．被害想定結果報告書
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• 報告書に、自治体の訓練シナリオ検討に役立てることを目指した、起こ

りうる事象を時系列に項目別に記載し、被害の様相を俯瞰できる一覧表

形式のシナリオを追加する。

• 被害の様相を俯瞰できる一覧表形式は、下図のイメージ。

２．被害想定結果報告書

• 縦軸に被災項目や

活動主体、横軸に

時間経過を記載し、

定量的な被害結果

だけでなく、定性

的な起こりうる被

害の様相や各機関

の活動内容につい

ても記載。
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• 県民の身の回りで起こり得る事象や課題について、場所や分野ごとに整

理した、下記のような県民向けシナリオを作成する。

• 自宅（浸水域内外）、避難所、市街地、港湾・漁港、病院、福祉施設、

学校・勤務先、などの場所別、ライフライン、交通、産業（漁業・農業

など）、観光など分野別に、被害の様相を整理する。

• 被害想定結果や定性的な被害の様相に係る文章に加え、過去の実際の被

災写真やイラストも掲載し、視覚的にも分かりやすい資料を作成。

3．県民向けシナリオ



• 地震被害想定の内容をわかりやすく平易に取りまとめたプレゼンテー
ション資料や冊子を作成する。

• 防災教育などでの活用を考慮し、専門用語は避け、写真やイラストを使
用した資料とする

• 地震・津波を正しく恐れ、対策・行動を促すきっかけとなる資料を目指す

【コンセプト】

①行動すれば未来を変えることができる
②自分と自分の大切な人を守る
③想定通りに災害は起こらない
④地域特性や社会の情勢、人々の
暮らしが変われば、被害の様相、
被害のインパクトも変わる

⑤想定外を見逃さない
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防災教育向け冊子のイメージ
（出典：福島県 地震・津波災害対策のすすめ『みんなで守る大切ないのちとくらし 概要版』）

4．防災教育用資料
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4．防災教育用資料

章構成 掲載内容イメージ

はじめに ・阪神・淡路大震災の経験
・想定される南海トラフ巨大地震
・カムチャッカ半島地震による津波注意報
・地震・津波対策の必要性

南海トラフ巨
大地震の特徴

・震度分布、液状化危険度
・津波想定
・被害想定結果
・被害量（被害想定結果から言えること）
・被害の様相（どんな事態が起こるか）

被害を減らす
ためにできる
こと

・減災効果（対策をすれば被害は減る）
・皆さんに取り組んでほしい事前対策（自助）
・発災時の行動、避難生活の備え
・みんなで命を守るためにできること（共助）
・対策・行動チェックリスト

被害想定結果
に対して留意
すること

・必ずしも想定どおりの結果にはならない
・近年の地震の教訓から想定していない事態も起こ
りうることを知る

・地域特性の違い、高齢者・要配慮者への影響、観
光客への影響、広域災害であることによる影響など
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防災啓発動画等の作成イメージ
• アニメーションの啓発資料を作成
• 地域の具体的な被害様相や対策による効果がイメージできるような動画とする

新潟県 地震被害想定調査結果 
解説動画 地震への備え

（新潟県HP：
https://www.pref.niigata.lg.jp/site/

bosai/jishinhenosonae.html）

5．地震・津波防災啓発資料

〇想定する内容案
１．兵庫県の地震の特徴
・兵庫県周辺の海溝型、内陸型の地震の特徴
・阪神・淡路大震災の被害の特徴
・想定される南海トラフ地震とは

２．南海トラフ地震で想定される主な被害
・地震、津波の想定結果
・建物、人的、ライフラインなどの被害の様相
・阪神・淡路大震災や近年の地震で起こった同様の被害状況
・未来を変える ～事前防災のススメ～（減災効果と県民の行動）

https://www.pref.niigata.lg.jp/site/bosai/jishinhenosonae.html
https://www.pref.niigata.lg.jp/site/bosai/jishinhenosonae.html
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津波の防災啓発に役立つ情報公開イメージ
• 破堤時間や浸水範囲、浸水深30cm※到達時間の分布を示す図面を作成
• 県内多数の地点におけるいつ浸水が始まり、いつまで続くかが分かる動画等を作成

5．地震・津波防災啓発資料

破堤時間、津波浸水深の関係イメージ

浸水深が30cmに達する時間の分布図イメージ
（参考：愛知県）

※歩行が困難で命の危険がある
30cmを指標として選定した。

2次元津波浸水動画
のイメージ

（参考：津波地震研究室）
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